
バイオもみがら発酵法の応用 

（キノコ栽培の廃培地を利用した発酵堆肥の開発） 

（組合法人）○○○○農場 
NPO 法人バイオマスもみがら研究会 

 

バイオもみがら生産方法の検証手順 

『発酵促進機の代わりに攪拌機を使用』 

「きのこ培土」を活用して有機資源の有効活用に於ける手順例の要約 

下記に、本技術を実施するにあたり、本技術の特徴である 

①酵素液  

②酵素材  

③発酵促進機 

のうち、③の発酵促進機を使用しないケースに於ける参考手順を示した。 

手 順 

Ⅰ．酵素処理液の調整 

 下水処理場の放流水およそ 1000 リットルに〇％の酵素を加えて溶かし、さらに、バイオもみがら 

〇kg を網袋に入れて浸漬槽に沈め、曝気を継続する。 

高度処理された下水処理場から排出される放流水のチッソ濃度は 1．7％以下になっているはずですが、

確認をする。 

チッソ濃度が高すぎると 90～100℃の発熱となることがある。 

Ⅱ．籾殻の漬け込み 

 小袋に入れたもみ殻を浸漬槽に沈め、〇時間以上漬け込み、〇時間程度水切りをする。 

乾くと発酵が継続しないので、やや濡れている程度で次の工程へ進む。 

Ⅲ．混合と攪拌 

 攪拌機に入れてもみ殻の〇％相当量の米糠と〇％相当量の混合酵素を加えて攪拌する。 

 十分混合されたところで、もみ殻の〇倍量の廃培地と〇％相当量の米糠を入れて〇時間程度、混合・

攪拌を続けて停止し、温度の変化を監視する。 

Ⅳ．温度確認 

 中心部温度が〇℃を超えるようになったら排出して円錐形に積み上げ、〇℃を超えるようになったら

定期的に切り返し作業を継続する。 

 以上の操作を行うことによって、もみ殻の発酵と廃培地の混合堆肥化は可能であろうかと思っており
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ますが、確信は持てません。 

その理由は以下の 3 項目です。 

 ① 廃培地には 30～45mg/100g のチッソが含まれているので、発酵が開始されると早期に高温とな

る可能性があります。そうなると温度の低下も早くなり、分解不十分となる可能性があります。 

 ② 攪拌機による摩擦効果がないために、もみ殻の分解が遅れて製品は不均質になる可能性が大きく

なります。 

 ③ もみ殻の発酵に及ぼすキノコ菌の影響が、吉とでるか、凶と出るか、全く不明です。 

 ④ 粒度分布の幅が大きくなることは想像できますが、施用対象土壌によっては、現在試験中の 

堆肥の効果とは違いが出てくる可能性があります（良・悪 それぞれに・・・・）。 

「キノコ農場」での堆肥化実証実験の手順 

実証実験日：２００９年１１月７日・８日・９日 

 

 

 

 

 

 

 

  既存設備１．ビニールハウス３棟        既存設備２．半年分の廃倍地貯蔵ハウス 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存設備３．使用済みの廃培地製造用攪拌機   既存設備４．使用済キノコ洗浄水槽・水中ポンプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存設備５．もみ殻ネット詰め機に応用       既存施設６．浄化槽 
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    既存設備７．大型シャベルカー             既存設備８。小型シャベルカー 

 

実験設計 

１．目的 

  キノコ農場で排出される廃培地（通称：ハイオガ）は１日量 2.5ｔであり、貯蔵ハウス内で自然発

酵している。この温度を有効に使って、もみ殻の発酵促進を図り、可溶性ケイ酸の多い「もみ殻・菌床

堆肥」を短期間で製造する技術を開発し、併せて商品化への検討を行う。 

2.．使用設備（現有有休設備を活用） 

  ①培地製造用混合・攪拌機 ２台 

  ②キノコ洗浄用水槽（1000 リットル） ２基 

  ③袋詰め機 

  ④小型コンベア 

  ⑤シャベルカー 

３．材料（1 バッチ） 

  ① もみ殻 ： 目の細かいネット６キロ×２０袋＝１２０キロ 

  ② 米ぬか ： 〇kg 

  ③ 酵素剤 ： 〇kg 

  ④ 廃倍地 ： 高温発酵中のもの 〇kg 

  ⑤ １サイクルの堆肥化のための素材合計 ： 〇kg （約 400kg／１サイクル） 

  ⑥ 酵素液吸収分の水分が増加と発酵熱での水分減少あり。 

作 業 工 程 

① もみ殻袋詰。 

・目の細かいネットに定量（この場合は６kg）を詰める。 

・もみ殻がこぼれ出ない網袋を使用すること。 
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・以前使っていた装置とミニコンベアを応用

して袋詰めを能率化 

 ネット詰め作業が少しは楽に・・・・。 

 

② 酵素液に漬け込み  

・酵素液は、処理水に酵素を〇％投入して曝

気しておく。 

・酵素液が減って処理水を追加した時は、追加量に応じ

て酵素を〇％追加する。 

・発酵分解済みのもみ殻約〇ｋｇをネットに入れて漬け

ておき、おおむね、月に一度交換する。 

・空の水槽にもみ殻の入った袋を並べて、パレ

ットを乗せて重しを置く（酵素液が入ってきた

ときに浮かないように）。 これにポンプで酵素

液を入れ、漬け込み中はポンプを用いて還流瀑

気 を 行

う。もみ

殻 が 袋

か ら 洩

れ る と

ポ ン プ

を詰まらせて泡が多くなり水槽からあふれるので注意 が必要。 

・液槽が二つあるので、交互に酵素液の移動が可能 

・〇時間以上漬けこんだもみ殻を取り出して水切りし、シャベルカーで廃培土の山に持って行き、発酵

熱で水を飛ばず。「キノコ農場」ならではの工夫である。 

・このとき、水槽中に沈殿していた残渣を取り出すと、酵素液の汚染が緩和される。 

 

③水切り後のもみ殻を攪拌機に入れる。 

水切り後のもみ殻                  
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米ぬかの準備 

 米ぬかを移動（バケットの容量を把握しておくと 

 作業能率が向上する）                   投入後の攪拌機内部 

 

 左は攪拌中（この場合、30 分で十分混合された） 

 

 

・混合割合は、もみ殻１００に対して、米ぬか〇％、

酵素剤〇％を原則とする 

 

 

 

 

 

 

 

④廃培地を攪拌機に投入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・廃培地は、小型シャベルカーで４回（すり切りで一回分が、約〇kg） 

・廃培地を追加後、約〇分攪拌 
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・攪拌機下部からミニコンベアを使ってショベルカーで受け、堆積用ハウスへ移動して堆積 

 

 大型ショベルカーを使えば、一回分を一度で堆積出来る 

 

注） 

①以上の経過は、試験作業をメモしたものであり、一般的な作業手順ではないことに注意。 

②今回は堆積の翌日に 50℃程度に発熱していたので、廃培地の発酵が再開していたものと判断できる 

③しかしながら、もみ殻の発酵がどのように進行するかについては未知数であり、3 週間後にもみ殻の

分解程度ならびに各種分析を行うまでは予断は許されない。 

★堆積後の温度管理の要点 

＊温度が 60℃以上になったら、初回は４～５日後、その後は原則として２～３日間隔で切り返しを

行う。 

＊切り返しは、全体をまんべんなく混ぜ合わせる。 

＊高さの目安は、〇ｍとする。 

＊ダマが出来ていたら、なるべくシャベルの底で潰すようにする。 

 おそらく、下図のような温度変化を示すものと考えられる。 

＊３週間以内に温度が 50℃以下になるときは、攪拌しながら〇リットル程度散水して 

 再発酵を促すこと 


